
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 教職員研究費 0 0

翌年度へ繰越し（D) - - - -

248

1

0

産業界等との連携に課題のある地域の体制強化等を図るため拡充
重要政策推進枠　353百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

専門高校と産業界、地方公共団体が一体となって最先端の職業人材育成を推進するため、事業の運営に関する意思決定を行うマイスター・ハイスクール運営委員会の設置等の
事業実施体制を整備するとともに、専門高校においては、同運営委員会によって示された「マイスター・ハイスクールビジョン」に基づき、最先端の職業人材育成に資する教育課程
等の研究開発を行う。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 168.5 214.5

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- 207.2 250.2 252.6 353.1

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - 207.2 250.2 252.6 353.1

- - -

-

令和3年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0093

文部科学省

政策
2　確かな学力の向上、豊かな心と健やかな体の育成と信頼される学
校づくり

事業の目的
（5行程度以内）

成長産業化に向けた革新を図る産業界等と専門高校が一体となり、第４次産業革命・地域の持続的な成長を牽引するための、絶えず進化する最先端の職業人材の育成を推進
し、成果モデルを示すことで、全国各地で地域特性を踏まえた取組を加速化させることを目指す。

参事官（高等学校担当）
参事官（高等学校担当）
田中　義恭

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

「教育振興基本計画」（平成30年6月15日閣議決定）
「デジタル田園都市国家構想総合戦略」（令和4年12月23日閣
議決定）

事業名 マイスター・ハイスクール事業（次世代地域産業人材育成刷新事業） 担当部局庁 初等中等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 2-1 確かな学力の育成

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221215-mxt_kanseisk01-
000026547-07-2.pdf

(目)

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/shinko/1366335_00001.htm

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 252.6

349

86%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

- 81% 86%

初等中等教育振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

81%

令和6年度要求

(目)

(目)

2

　

　

　

(目)

2 1

0

2

初等中等教育振興事業委託費

委員等旅費

諸謝金

職員旅費

その他

353.1

デジタルトランスフォーメーション（DX）、六次産業化等、産業構造・仕事内容は急速かつ絶えず革新している。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、DX、IoTの進展の加速度
がさらに高まり、革新の流れは一層急激になっている。こうした中、地域産業の人材育成の核となる専門高校の社会的要請として、産業構造・仕事の内容の絶え間ない変化に即
応した職業人材の育成が求められている。

令和6年度要求

-

-

-



-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-15 18

成果実績

15

目標値 校 -

100 100

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

15

本事業の効果発現の初期効果として、指定校が産業界等と連携して開発した教育課程や教育活動等によって、産業界の変化に対応した職業人材の育成の推進
が図られ、その成果が確認できると考えられるため、短期アウトカムを「産業界等と連携して開発した教育課程等の取組の成果が指定校において確認されている
こと」とした。

17

-％

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

17

7

産業界等と連携して開発した教育課程等の取組の成果が指定校において確認され、産業界とも共有されることで、持続的な連携体制の重要さが認識され、社会
に求められている産業構造・仕事の内容の絶え間ない変化に即応した職業人材の育成モデルの構築に寄与すると考えられるため、「産業界や自治体と持続的に
連携するモデルが構築され、他の学校の取組の参考となるようモデルとしての質が向上していること」を長期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

マイスター・ハイスクールに指定されている学校の成果物（研究実施報告書等）

令和2年度 令和3年度

-

7 年度

産業界や自治体と持続的に連携する
モデルが構築され、他の学校の取組
の参考となるようモデルとしての質が
向上していること

事業指定終了後も産業界や自治
体と連携し、地域の持続的な成
長を牽引する最先端の職業人材
の育成に取り組む体制が整って
いる学校数 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

指定校において産業界等と連携した
教育課程開発等の取組の実施

委託件数
活動実績

年度

12 15

定量的な成果指標 単位

件 12

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

17

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

産業界等と連携して開発した教育課
程等の取組の成果が指定校において
確認されていること

成果発表会やHP等を通して
成果普及を実施した学校数

成果実績 校 - 12

-

専門高校・産業界・地方自治体において、地域産業を担う人材育成方針を検討し、専門高校においてそれを実現する教育課程の研究開発を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

マイスター・ハイスクールに指定されている学校の成果物（研究実施報告書等）

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

17

100

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

校 - - -

目標値 校 - - -



目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

・アクティビティ①については、短期アウトカムの目標値を各年度達成しており、順調に推移している。
・本事業は、「教育振興基本計画」（平成30年6月閣議決定）において、大学、産業界等と連携した専門高校にお
ける実践的で最先端の職業教育の推進が明記されたことを受け、専門高校において高度な知識・技能を身に
付けた専門的職業人を育成することを目的として企画・立案されたものであり、極めて優先度の高いものであ
る。
・事業の目的に鑑みて、国が総合的に推進していくべき事業である。
・公募により事業選定を行うこととしており、外部有識者による審査委員会で審査を行った上で支出先を決定
し、その妥当性や競争性を確保している。
・国費投入の必要経費は真に必要なものに厳選している。
・毎年度、経費の使途や妥当性を検討した上で、事業に必要な予算を積算し予算を確保しており、適正な単位
当たりコストの水準の設定に努めている。
・事業計画段階から精算時に至るまで、経費の使途や妥当性を明確にするよう指導している。
・審議会において、実効性のある計画を申請してきた機関を審査し、採択しており、事業に必要な活動実績を得
られている。

この事業は、令和４年度の外部有識者の点検、事業所管部局による自己点検及び行政事業レビューワーキングチームによる点検の結果を踏まえ、特段の見直
しは要しないものと考えられる。引き続き、適切・効率的な事業実施に努められたい。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0083

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度 文部科学省 新03 0006

0005

令和4年度 2022 文科 21

・アクティビティ①について、目標年度に向け引き続き取り組む。
・より成果を最大化し、効率的に事業を行うため、外部機関による各指定校への伴走を実施しており、学校設置者の担当部局も交え、その場で事業の進捗管理及び指導・助言、自治体等の協働先と
の連携支援などを行っている。また、産業界や自治体と連携・協働体制を構築し、より持続的で発展的な事業となるよう、各指定校の設置者において産・官・学の有識者を加えた運営委員会を設ける
ことを義務づけているほか、文部科学省においては研究成果発表会や外部機関による事業の成果の検証・取りまとめを実施または予定しているところである。
・本事業については、外部機関と一層連携し、各指定校における課題解決を図っていくとともに、適正な契約手続き及び効率的な執行を通じて、事業の着実な実施、成果の普及に努める。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

新21

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

引き続き、効果的・効率的な予算執行に留意し、適切な執行管理に努める。

現状通り

現状通り

平成30年度

平成23年度

平成26年度

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省
２１４．９百万円

A. 都道府県教
育委員会等
（全１５機関）

１４０．６百万円

B.株式会社ソフィア
（１社）

４６．５百万円

諸謝金 1百万円

職員旅費 0.5百万円

委員等旅費 1.4百万円

教職員研修費 0.6百万円 を含む

委託【随意契約（企画競争）】 委託【随意契約（企画競争）】

地域特性を踏まえた取組を加速化させる
ことを目的とした、産業界等との連携など
優れた取組を行う専門高校を指定し、実践
研究を行う。

「マイスター・ハイスクール」における研究開
発等の取組について、各取組に対する指導
助言や成果の検証等を行う。

E.民間団体等（全１５件）
１４．６百万円

再委託【随意契約（その他）】再委託【随意契約（その他）】

D.民間団体
（全３社）

１３百万円

A.大分県

７．９百万円

再委託

D.株式会社ザイナス
３．７百万円

D.株式会社オートバックスセブン
２．６百万円

地域特性を踏まえた取組を加速化させるこ
とを目的とした、産業界等との連携など優れ
た取組を行う専門高校を指定し、実践研究
を行う。

スマートテクノロジーの学びと実践をテーマにし

たIT基礎、農業×ITの最新動向を学ぶ基礎講座

の実施

Society5.0のおける農業最新動向を学ぶ基礎講

座、ドローン、IOT、天候予測を学ぶ応用講座等

の実施 

代表例

再委託

C.株式会社cinra
（１社）

２４．３百万円

委託【随意契約（企画競争）】

産業界と連携した実践的な指導力向上を図
るため、最新のデジタル化に対応した産業
教育施設・設備を有効に活用した最先端の
指導実践モデルの創出を行う。



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

計 1.9 計

人件費 マイスター・ハイスクール事業における伴走支援者人件費 1.9

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 24.3 計 6.2

一般管理費 設定率10％ 2.2

消費税相当額 消費税相当額 1.6

消耗品費 事務用品等

雑役務費 進行管理等 4.2

人件費 サイト構築、事例調査等 16.3 人件費 産業実務家教員人件費 6.2

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

諸謝金 謝金 0

会議費 お茶代等 0

通信運搬費 切手代 0 借損料 会場借料等 0.7

1.3 再委託費 伴走支援等

1.9

雑役務費 人材育成プログラム 0.4 一般管理費 設定率10％

印刷等 3.9

2.9

借損料 バス借上等 0.6 旅費

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

諸謝金 講師謝金等 0.6 雑役務費

計 8.4 計 46.6

出張費用 3.3

0.1 消費税相当額

14.6

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 CEO、産業実務家教員人件費等 5.4 人件費 プロジェクトマネージャー等 19.2

旅費 講師旅費等



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

-

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

- - -10
一般財団法人 地域・教育魅力
化プラットフォーム

1280005007169 アドバイザー業務 0.6
随意契約（その

他）

-

9 株式会社PrimaPinguino 4010401084281 アドバイザー業務 0.8
随意契約（その

他）
- - -

- -

8 株式会社i・social　design 5020001096171 伴走支援業務 0.9
随意契約（その

他）
- -

- - -

7 教養みらいの研究所 - 広報業務 1
随意契約（その

他）
-

6 株式会社あしたの寺子屋 9430001082721 伴走支援業務 1
随意契約（その

他）

-

5 株式会社学びの道 3010001099103 広報業務 1
随意契約（その

他）
- - -

- -

4 株式会社A-forza 7430001075512 伴走支援業務 1.6
随意契約（その

他）
- -

- - -

3 一般社団法人シラタマワーク 6350005005887 伴走支援業務 1.8
随意契約（その

他）
-

2 Ideapartners - 伴走支援業務 1.9
随意契約（その

他）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
宮崎県キャリア教育支援セン
ター

4000020450006 伴走支援業務 1.9
随意契約（その

他）
- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

-

- -

3
株式会社オートバックスセブ
ン

3010601030532 Society5.0のおける農業最新動向を学ぶ基礎講座、ド
ローン、IOT、天候予測を学ぶ応用講座等の実施 2.6

随意契約（その
他）

- -

- - -

2 株式会社ザイナス 2320001016630 スマートテクノロジーの学びと実践をテーマにしたIT基
礎、農業×ITの最新動向を学ぶ基礎講座の実施 3.7

随意契約（その
他）

-

1 銘建工業株式会社 6260001022706 産業実務家教員業務 6.2
随意契約（その

他）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

100％ -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社cinra 4011001047216 最新のデジタル化に対応した産業教育施設・設備を有
効に活用した最先端の指導実践モデルの創出 24.3

随意契約（企画
競争）

2

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社ソフィア 3010401048147
マイスター・ハイスクール事業に係る
PDCAサイクルの伴走支援業務

46.5
随意契約（その

他）
- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

- -

12 山梨県教育委員会 8000020190004
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 7

随意契約（その
他）

- -

- - -

11 大分県 1000020440001
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 8

随意契約（その
他）

-

10 熊本県教育委員会 7000020430005
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 8

随意契約（その
他）

-

9 福島県教育委員会 7000020070009
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 8

随意契約（その
他）

- - -

-

-

8 新潟県 5000020150002
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 9

随意契約（その
他）

- -

- -

7 滋賀県 7000020250007
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 9

随意契約（その
他）

-

6 真庭市 7000020332143
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 9

随意契約（その
他）

-

5 静岡県教育委員会 7000020220001
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 12

随意契約（企画
競争）

4 100％ -

- -

4 福井県 4000020180009
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 7

随意契約（その
他）

- -

4 100％ -

3 福井県 4000020180009
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 9

随意契約（その
他）

-

2 北海道教育委員会 7000020010006
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 8

随意契約（企画
競争）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 北海道教育委員会 7000020010006
産業界と連携し、最先端の職業人材を育
成することを目的とした調査研究 8

随意契約（その
他）

- - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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